
笹目中学校生徒会本部「いじめに対する緊急アピール」

○まず、いじめを行っているかもしれない人へ
自分のやっている行為を自分は悪ふざけだと思っていても、相手は嫌がっているかもし

れません。相手が嫌がることをするのはそれはもういじめであると、私たちは思います。
おもしろければ良いではなく、常に人の気持ちを考えて行動しましょう。
○次にいじめられている人へ

周りにはいじめを良くおもっていない人や、味方の人もいるはずです。「自分が我慢す
れば済む」なんて事は何の解決にもならないと思います。問題の解決には周りの助けが必
要不可欠だと思います。なので「周りに助けを求める勇気」も大事だと思います。困った
ら周りに助けを求めましょう。
○周りで見ていていじめに反対したい気持ちを持つ人へ

あなたと同じ気持ちを持つ人は多いはずです。周りの人と協力して自分一人でもいいの
で、いじめられたりしてる人に声をかけたりしてあげましょうそれだけでも気は楽になると
思います。
そして最後に言いたいことがあります。
少なくとも生徒会は困っているみなさんの味方です。たまに３年５組で活動しているので、
本当に困っていれば、そのときに来てくれれば、相談にのることぐらいはできると思います。
いつでも安心して相談してください。
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戸田市中学校いじめ撲滅宣言

＜前文＞
「いじめ」この言葉をみなさんは何回聞いたでしょうか。
いじめはその場だけでなく、周りの人も巻き込んで、一生消えない深い傷を残します。
いじめられた人は心と身体に傷を負い、悲しい思いをします。
いじめた人は傷を負わせたことに苦しみます。
それはつらいことですし、みなさんにどちらの立場にもなってほしくありません。
だから私たちはいじめを絶対に許しません。
そこで私たちはいじめが起こらない状態にするために、戸田市内の中学校から集まり、
戸田市中学校生徒会いじめ対策本部を発足させました。
この戸田市中学校生徒会いじめ対策本部で話し合ったこと、みなさんに伝えたいことを
発表し、ここにいじめ撲滅を宣言します。

＜いじめている人へ＞
いじめてきた過去は取り返しがつきません。
だから、これからのことを考え、もういじめはいけないと心に決めよう。

＜いじめられている人へ＞
周りの人に相談したり、助けを求めてほしい。
一人じゃないよ。私たちがついている。一緒に戦おう。

＜周りで見ている人へ＞
見て見ぬふりをしないで、手をさしのべよう。声をかけよう。その勇気がみんなに広が
るよ。相手を気にかけ、気にすれば、きっと自分にかえってくる。

＜大人の人へ＞
私たちを関心をもって見てください。変化に気づいてください。手を差し伸べてください。
ずっと私たちの味方でいてください。

＜小学生のみんなへ＞
みんなが楽しい学校生活を送るために、私たちと協力していこう。
仲間はずれ、暴力、いじめはいけません。
自分の身になって考えよう。
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